子どもの理解に基づいた小数のわりざんの指導について : 数直線への比例的な見方を通した意味の拡張 by 白石  信子
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0   1   2    3  3.8  図 1 
子どもたちがこれまでに持っている「分
ける」というイメージでは、図 1のような
































































































































0   36     □ （ｇ） 
 
 
    1     2.5 （倍） 
0    3     7.5 （ｍ） 図3 
7.5ｍは 3ｍの何倍かを求める。式は 7.5
















 - 166 -
のイメージで捉えるようにしたいと考えた。 
 0   165    □（円） 
 
 0   1     3.6（倍） 
 

















































































2 年生：「かけざん（九九）」  
8ｃｍ  8ｃｍ   8ｃｍ 
  










0    1    2    3(倍)  図7 
      8ｃｍ 
 
 2ｃｍ 
                 図８ 
 
0    1           □(倍) 
4 年生：「１けたでわるわりざん」 
   １つ分の数    全体の数 
     0    38      □(人) 
  人数 
  バスの 
台数  0    1     2   3(台) 
いくつ分   図９ 
4 年生：「倍の計算・とんだ長さ」 
とんだ長さ      ２７０ｃｍ 
 
身長    １３５ｃｍ 
 
 
      ０     １     □（倍） 







































































 Ⅳの段階は 2 本の数直線の一方が 2 倍、












































 しかし、前述したように、実際には 1 年







































































































る形式は、4 年生の 1 けたでわるわりざん
の学習に用いられた形式である。 
   １つ分の数    全体の数 
     0    38      □(人) 
  人数 
  バスの 




































         ② ×3 
         ④ ÷3 
0    □         129（g） 
 
 
0    1     2     3（m） 
         ③ ÷3 
         ① ×3 
                図12 




長さが 3 倍になったら重さも 3 倍になると
いう見方をして、□と 129 の関係も 3 倍に
なることに気づく（②の矢印）。長さの 3





























































                図13 
はかりの上で 3 つに切り分け、重さを確
認する。重さが 129g のままであることか
ら 3 つに分けただけ(図 12①)では 1ｍの重
さにはならないことを確認し、3 つのうち








                図14 





































































    ×2.4 
    ÷2.4 
0  □   120（g） 
 
0  1  2 2.4（m） 
    ÷2.4 
    ×2.4          図15 
 立式は 120÷2.4 となり、筆算を行う場
面になる。 
 ここで、1 つの考え方としては「2.4 は
0.1 が 24 である。120 を 24 で割って 0.1
























10 倍して整数の 24 にという考えが出てく
ると考える。そのことを数直線上に表現す







に意味づけていくと 2.4 の 10 倍の 24 は長
さ「24ｍ」を示し、120 の 10 倍の 1200 は
重さ「1200ｇ」という問題の中に提示され
た「量」として存在する形にもなる。 
        ☆ ÷24 
   ×2.4 
    ÷2.4       ○Ａ×10 
0  □   120（g）      1200
（g） 
 
0  1  2 2.4（m）      24（m） 
    ÷2.4       ○Ｂ×10 
    ×2.4 
          ÷24 




２．４  １２００ 












































































































                                   
